
「主権者教育の椎進」に関する陳情

陳情の趣自

「主権者教育」を議会でどう進めるべきか、効果的な取り組みを求めて。

畏票皐の低下や地方議員のなサ手不足は全蟹的に深錘な闇錘になっています

講会における主権老教育シ子イスンンッフ教脅・[破台教育の需再つ、パ∫L伝衝の

取り組みの充実を求めます。

投票率の低下や地方議員のなり手不足は兼ねてから全国的な傾向であることが搬摘されて

い葦しなが、喪主政治の根斡に鵯わる深刻な睡題てSるとして.総穫萱てrま平成2巳年「地方

i義芸・議員に関すー三・研究会」を立ち上げ,選挙制度や立候補を促進する環境整備について、

国民的な議論を求めています。

議会として出来ることは僻か、課題として惣り維み、主権者教育のあり方を、市民と共に考え

る契磯として下さい

陳情の理由

主薩雪教育を進めるには、目振す主権考像を褐げ.蓋会を含めた圏係磯闘が共導し.爺民某同

.〔進フ}もここか必要て言.

目指す主権者像を「単に政治の仕組みについて、必要な知識を習得させる」にととまらず、

「瞳害があってもなくても、また幼少期からの発達段躇に灘した、誰もが主権者として社会

の中て自立し、他者と連携・協働しながら、社会を生き捗くカや地域の課題配決を主'脚iζに拒

うことができる、社会の構成員の育成を目指す」と定め、「主権者教育計画つくり」を視野に

入れ、総合的に知恵を出しあう場を求めます。
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